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   A significantly severe flood disaster in the Kinugawa basin, Kanto region, Japan was occurred due to 
a linear precipitation band on Sep. 10, 2015, in which 2 days total rainfall was over 600mm on the 
upstream basin. Breach and overflow on the river levee happened and they submerged around 40km2 area 
of the flood plain in the Joso city, Ibaraki Pref. This report is to inform a summary of the flood and 
damage based on field investigation. As a result of our field survey, house wash-out or serious damage 
were distributed locally on the band of overtopping flow on the bank failure. Inundation depth reached up 
to 3.01 m especially in the southern region of the flood. The depth of overtopping flow on the levee 
crown was estimated to be 20 cm at the levee breach spot. 
 

     Key Words : flood disaster, levee breach, housing damage, Kinugawa River, heavy rain 
 

 

１． 序論 

 

 2015年9月に台風17，18号から遠く離れた関東地方・

東北地方に幅100-200kmに及ぶ線状降水帯が形成され大

雨がもたらされた．この線状降水帯と重なるように南北

に細長い流域を有する鬼怒川では，堤防決壊や溢水，漏

水が生じ，結果として，常総市を始めとする広域の浸水

被害が発生した．著者らのグループは，災害発生当日

（2015年9月10日）から頻繁に現地入りし，調査を行っ

た．主な項目は，①氾濫域の痕跡水深・水位，②家屋被

害，③堤防被災，④河道痕跡水位，である．①では，家

屋や塀に残された洪水痕跡を見つけ，地面からの高さ

（痕跡水深）をスタッフで測った．一部の地点では現場

標高も計測し，痕跡水位を求めた．②では，地図上に記

された建物の被害状況を現地で確認し，「全壊」，「半

壊大」，「半壊小」，「その他」の４つに分類した．③

では，堤防の決壊・溢水・漏水箇所における堤体断面形

等を計測し，堤体の土質データを収集した．④では，被

害が集中した下流域（3k～46k）を対象として，堤防の

り面や河道内樹木に付着する洪水痕跡を探し，RTK-

GPSにより痕跡水位を計測した．本研究では，今後の治

水対策への基礎データや水害調査データベースとなるべ

く，上記を取りまとめた調査結果を報告する． 

２．氾濫域の痕跡水深 
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(1) 調査方法 

 本災害では，鬼怒川の下流25.35k左岸および24.75k左

岸付近の若宮戸地区における溢水，および21.0k左岸の

三坂町付近における破堤により，大量の洪水が堤内地を

襲い，鬼怒川と小貝川に挟まれた約40km2の範囲で大規

模な浸水が生じた1)（図-1）．洪水の概況把握と浸水被

害調査のため，2015/9/15，9/16，10/14に浸水深・浸水位

調査を実施した．調査では，家屋や樹木等に泥や枯れ葉

などとして残存する洪水痕跡（痕跡水深）を探査し，ス

タッフを用いて地面からの高さを計測した．一部の箇所

ではVRS方式RTK-GNSS（Trimble社 R4 および R6，

TOPCON社 HiPerV GGDM型）を用いて現場標高を求め，

痕跡水位を求めた．これらの測器により，受信機単独で

水平・垂直方向ともにおよそ数cmの精度で計測が可能

となる．計測点は307点（うち標高計測133点）となった． 

 

(2) 調査結果 

 図-2は，痕跡浸水深の調査結果をランク別に分類して

表示したものである．痕跡浸水深の分布は，破堤地点の

東である関東鉄道南石下駅付近を境として南北に傾向が

異なる．南石下駅から北側では，溢水地点（若宮戸地

区）からの氾濫流により浸水し，痕跡浸水深は溢水地点

の若宮戸地区で1.0-2.0m程度（図-2写真①），石下市街

が位置する自然堤防上では更に小さくなっている． 

一方，それより南側では，破堤地点からの氾濫流の影

響で浸水深が増大する．破堤地点の三坂町では，破堤部

直下では地盤侵食を伴って2.0-3.0m程度，その脇では0.5-

1.0mとなっている（図-2写真②）．氾濫原の中央付近，

国道294号線と八間堀川に挟まれた地区では，浸水深が

2.0mを超えており（図-2写真③），国道294号と354号

（新道）の結節点付近（常総市平町）には氾濫流が滞留

し，浸水深が3.0mを超える箇所も存在した（図-2写真

④）．氾濫流は常総市水海道地区に達し，2.0m以上の浸

水深が確認されている（図-2，写真⑤）．このように氾

濫原部において，甚大な浸水被害が生じている一方，鬼

怒川，小貝川の自然堤防上に位置する集落や家屋では，

浸水深1.0m以下の浸水被害にとどまっていた． 

図-3に痕跡浸水位の調査結果を示す．ここでは，浸水

位をランク別に塗り分けて分布を示すとともに，GISを

用いて空間補間した結果2)も合わせて示した．溢水地点

から破堤地点近傍までは，概ね地形と対応した浸水位分

布となっている．一方，それより下流では，水面勾配が

緩くなり，特に八間堀川右岸側では，市街地付近まで約

14[T.P.m]でほぼ一様である．八間堀川左岸側では，右岸

側よりも大きな浸水深であったにも関わらず，浸水位で

は右岸側よりも低く，八間堀川の堤防高より低い14 

[T.P.m]以下の地点が見られる．これらのことから，八間

堀川の堤防により左岸側への洪水の侵入が抑制されたこ

とが伺える．また，小貝川の自然堤防上では地形効果に

より氾濫水が阻まれさらに浸水位が低くなっている． 

図-4に，痕跡浸水深の調査結果と，20.25k左岸におけ

る破堤を想定して行われた氾濫シミュレーション結果3)

を示す．この想定氾濫シミュレーションは，計画規模の

降雨により発生する洪水を対象に，破堤時の河道水位が

計画高水位であるとして，非定常平面二次元解析モデル
4）の結果である．ただし，想定した1地点からの氾濫で

あり，支川の氾濫や内水氾濫は考慮していない．実際に

は，複数地点からの氾濫が生じているため，両者の条件

は厳密には一致しない．この図より，観測結果と想定氾

濫シミュレーション結果の概況は類似しており，ともに
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図-2 氾濫域における痕跡浸水深および浸水状況 
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図-3 氾濫域における痕跡浸水位 図-4 実測浸水深と想定氾濫シミュレーション3)との比較 
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破堤点から氾濫水が南下し水海道市街に達している．一

方，八間堀川右岸側で浸水深が過小に評価されている点

が実際とは異なる．鬼怒川では，事前に多数の地点にお

ける想定氾濫シミュレーションが実施されていたため，

発災当時に迅速に洪水予測情報を提供・公開できたこと

は，防災対策向上を図る上で重要である．一方，詳細に

見ると実現象と異なる点もあり，実測との差を含む想定

氾濫シミュレーション結果の有効な活用方法について，

その見せ方や精度の議論も含めて今後検討を重ねていく

必要がある． 
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３．家屋被害 

 

(1) 調査方法 

家屋被害調査では，特に家屋被災程度の著しかった溢

水地点の若宮戸地区周辺および破堤地点の三坂町地区周

辺を対象に，調査範囲の住宅地図を参照し家屋位置を確

認しながら被災レベルを判定した．本調査では，家屋被

災状況の区分として，家屋の損傷程度に応じて「全壊」

「半壊大」「半壊小」の３つに分類し，浸水のみで損壊

がない場合は評価していない．被災状況の定義としては，

津波被災調査5)を参考に分類した．調査家屋件数は溢水

地点近傍で339棟，決壊地点近傍で41棟であった． 

 

(2) 調査結果 

図-5は，本調査における破堤地点，溢水地点の家屋被

害の分布状況を示したものである．図中の背景画像は，

国土地理院により9/11午後において撮影された正射画像

である6)．図-5 (a)の三坂町地区については，破堤地点を

中心に，基礎の流失した全壊が集中的に存在し，破堤地

点の中心から離れるにつれて家屋被害の度合いが低下す

る．これらの全壊家屋は，背景画像から推察できる氾濫

流の流向に沿って分布している．また，全壊家屋が集中

する範囲を県道357線沿いに図上計測したところ約190m

であり，破堤地点の最終的な破堤幅（= 約200m）と概

ね一致した． 

災害当日のTVニュース動画7)をコマ送りしたキャプ

チャ画像を距離計測が可能となるようGIS上に展開し，

画像中の水面の泡等の移動距離（1-2m）と時間から，図

中の破堤地点近傍のA地点およびその下流のB地点にお

ける流向・流速を推定した．その結果，A地点では南東

向きに2.5-3.5m/sec （14:11）であり，B地点では，南東

向きに3.0-4.5m/sec（14:01）であった．図中に示した全

壊のほとんどが9月10日の14:30時点の動画において確認

できないため，破堤から1時間半程度の間で，多くの家

屋が流失したと推測される． 

図-5 (b)の若宮戸地区では，溢水地点近傍の河道側に

「半壊小」の家屋が多く分布し，その背後では浸水のみ

に留まった家屋が多かった．これは，川側の家屋が流れ

を遮断して，背後の家屋を氾濫流から防御したためと考

えられる．また，被災家屋の多くが「半壊小」レベルで

あった一方，局所的に「全壊」や宅盤の侵食により家屋

が傾き「半壊大」となった家屋もある．前述の三坂町地

区と同様に，流向流速を推定したところ，図-5 (b)中の

C地点では，主に東向きに2.0-2.5m/sec（9/10 13:41）の流

れが道路に沿って発生しており，D地点では，東向きに

川側から0.5-1.5m/sec（9/10 12時前後と思われるが不明）

の流れが林間を縫うように発生していた．これらから，

若宮戸地区における全壊家屋被害は，家屋や地形の配置

条件によってスポット的に発生した速い流れにより生じ

たと考えられる． 

 

４．堤防被災状況調査 

 

(1) 漏水状況 

本災害での鬼怒川における堤防被災の特徴として，漏

水が集中的に発生したことが挙げられる．図-6に堤体土

質の縦断分布と漏水発生位置1)を示す．図中の堤体土質

は，「堤体土質の土質試験結果情報8)」における堤防の

表のり面・天端・裏のり面のボーリング調査結果のうち

から天端下のボーリングデータを用いて，粘土・シル
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図-5 三坂町地区および若宮戸地区における家屋被害マップと被害状況 
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ト・砂・礫分の割合から土質を粘性土・砂質土・礫質土

に分けて作成した．漏水が集中的に発生した45kより下

流では，粘性土と砂質土で構成されている．一方，45k

よりも上流では，礫質土と砂質土から構成され，特に，

礫質土の割合が高いことが分かる． 

 また，月の輪などが設置された漏水地点にて現地観測

を行った．観測日は発災から2～3ヶ月経過した2015年11，

12月とし，月の輪や釜段の数やサイズ，位置を測ると共

に，堤防断面形状や堤防表のり面・裏のり面の痕跡水位

を前述のVRS方式RTK-GNSSを用いて計測した． 

観測結果をとりまとめた各漏水地点の概況を表-1に示

す．漏水箇所は23地点であるが，表中では38.15kと

38.17kを分け，計24箇所とした．全地点中樋管・揚水機

場の影響を受けているケースは6地点で見られ，漏水箇

所の約1/4に相当する．そのうち，3地点（表中の黄色の

ハッチの箇所）はこれら施設直上での漏水が発生してい

た．残りの3地点（表中のピンク色のハッチの箇所）で

は，施設から離れた地点に月の輪や釜段が位置しており，

その周囲の裏のり面では明確な洪水痕跡がいずれも確認

された．この痕跡は，洪水中に樋管が閉められたため内

水氾濫が生じたときのものと考えられる． 

 

(2) 越水・溢水状況 

越水・溢水状況を把握するために，堤防における痕跡

水位調査を発災直後の2015/10/6，10/15，11/4に行った．

調査は，決壊地点の21k左岸と大きな溢水が生じた25k付

近の左岸側をカバーするよう，左岸では0k～46k，右岸

では17k～27kおよび40.5k～41.9kの区間で概ね1km間隔

で実施した．また，21k左岸の決壊地点や25kの溢水地点

では，上記よりも細かい間隔で観測を行った．観測は，

前述のVRS方式RTK-GNSSを用いた．洪水痕跡としては，

痕跡が不明確となる堤防表のり面よりも，河道内の樹木，

堤防道路などに泥が付着して出来た洪水痕跡を可能な限

り計測対象とし，やむを得ない場合には樹木に引っかか

る草やゴミも計測対象とした．また，計測後に全体の痕

跡水位の縦断形状を再度検討し，不自然な痕跡水位（周

囲と比べて異常に高いもしくは低い）は再度計測するか，

データ解析の対象から除外した． 

図-7に，両岸における痕跡水位と堤防天端高（左岸の

み）の縦断変化を示す．図中には，鬼怒川における計画
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図-6 鬼怒川における堤体土質と漏水発生位置の比較 

No. 左右岸
距離
[km]

噴砂
有無

のり
崩れ

月の輪と
釜段の数

樋管等

1 左岸 7.9 ○ － 1 －

2 左岸 9.1 ○ － 6 －

3 右岸 9.3 × － 7 －

4 左岸 13.2 ○ － 8 －

5 左岸 13.35 ○ 大 2 －

6 左岸 13.6 ○ 大 2 －

7 右岸 18.0 ○ 大 2 －

8 左岸 18.5 ○ 大 3 －

9 左岸 20.15 ○ 小 11 －

10 左岸 21.5 ○ － 1 －

11 左岸 22.3 ○ － 1 －

12 右岸 31.0 × － 1 今宮
排水樋管

13 左岸 32.1 ○ － 1 －

14 左岸 35.1 ○ － 2 －

15 左岸 36.5 × － 1 －

16 右岸 36.8 × － 1 －

17 左岸 36.8 × － 1 平方
排水樋管

18 右岸 37.5 × － 1 高崎
揚水機場

19a 右岸 38.15 × － 1 大渡戸
排水樋管

19b 右岸 38.17 ○ － 12
大渡戸

排水樋管

20 左岸 39.1 ○ 小 1 －

21 左岸 40.0 × － 8 －

22 右岸 41.5 × 大 0 上山川
排水樋管

23 右岸 41.9 × － 8
結城

排水樋管

表-1 各漏水地点の概況 
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図-7 鬼怒川における痕跡水位の縦断分布（一部，国交省のデータ9）, 10）も使用） 

高水位（H.W.L.）と過去の洪水痕跡（H11年台風5号，

H14年台風6号）も示した9)．また，決壊地点付近におい

て国交省が計測した痕跡水位観測結果10)も示した．これ

より，今次災害における痕跡水位は，8k～18k，20～21k，

32k～40kといった約20kmに及ぶ長い区間にてピーク水

位が計画高水位を上回り，広範囲にわたり超過洪水が発

生していたこと，過去の洪水の水位よりも3，4mも高い

ことが明らかとなった.図-7をクローズアップして確認す

ると，決壊地点やその近傍では，堤防天端高が計画高水

位に近い箇所があり，そこでは痕跡水位が堤防高を上

回っている．すなわち，決壊地点やその周辺では越水し

ており，越流水深は約20cmであった．国交省資料11)によ

れば，決壊が始まったのが12:50ごろであり，当日の

11:11には越水が確認されていることから，決壊までの

越水時間は約2時間程度であったと推測される． 

５．結論 

 

 本調査で得られた主な結果は以下の通りである． 

(1) 決壊・溢水地点よりも南側で痕跡水深は大きく，

その最大値は常総市平町にて3.01mを記録した．ま

た実績痕跡水深の平面分布は国交省公表の想定氾

濫シミュレーション結果と概ね類似した結果と

なった． 

(2) 決壊地点背後では全壊家屋が集中し，大部分は基

礎からの流失が生じていた．溢水地点（25k左岸）

付近では，広域にわたり半壊小の家屋が見られた． 

(3) 堤防決壊地点では痕跡水深約20cmの越水が生じ，

越水開始から約2時間で決壊したと推測された．漏

水箇所の約1/4は樋管周囲で生じた．河道内の痕跡

水位は広範囲にわたりH.W.Lを超えていた． 
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